
「日々の理科」（第2102号） 2020,-4,11
水彩画教室　「マゴチ」

お茶の水女子大学附属小学校教諭
お茶の水女子大学サイエンス＆エデュケーションセンター研究員

田中　千尋　Chihiro Tanaka
「マゴチ」はコチの仲間で　漢字では「真鯒」と書きます　これも釣り好きの友人にすすめられて描きました　浅い海の砂底を好み　小さな
魚を釣った時　その魚に食いついて釣りあげられることもあるそうです　白身で刺身にすると歯ごたえがあるそうですので　一度食べて
みたいです

これが完成した絵です

１、周囲の水色を最初に描きました　まず背
景全体を水でぬらし　乾かないうちに青（コ
バルト・ブルー）を滲ませています

２、独特の斑点模様は　根気強く描きます　
眼の立体感や　口の部分が難しいです

３、ひれの色合いも注意深く描きます　根本
に近いほど「色が集まってくる」感じで　「外
側から内側に向かって」筆を動かします

４、とがった背びれも重要です　点線模様の
ように見えるので　それをうまく表現します

５、側面の光って見える部分は　白のソフト
パステルで　最後に描きます

６、あえて尾の部分を曲げることで　魚に
「動き」を与えます


